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 [授業の概要・目的]
工学系で必要となるコンピュータ利用に関する基本的なスキルを修得するための演習である．
UNIX系OS (Linux) を利用する．メディアセンター等において履修者が実際に端末を使用して演習
を行う．

 [到達目標]
工学系で必要となるコンピュータ利用に関するスキル（UNIXのコマンドによるファイル操作・文
書整形・グラフ作成・プログラミングの基礎・情報リテラシー）を習得する．

 [授業計画と内容]
第1-3週：概要，文字の入力とファイル作成
　情報セキュリティ教育を行い（情報セキュリティに関するe-Learningの受講を推奨する），メデ
ィアセンターで利用できるソフトウェアを紹介する．端末からのログイン・ログアウトなど基本的
な操作の実行，エディタを利用してのアルファベットおよび日本語の入力方法を学ぶ．文書ファイ
ルを作成して印刷し，成果を提出する．

第4週: 工学系学術情報リテラシー（基礎）
　京都大学における資料・情報の収集方法／工学部図書館の利用方法／図書・雑誌の探し方／日本
語文献の探し方／レポートの書き方に関する情報及び情報利用上の注意

第5-6週：UNIXコマンド・シェル
　基本的なUNIXコマンドについて学び，使用法を身に付ける．まず，ファイルシステムについて
理解し，ファイルを取り扱う上で重要なリダイレクションとパイプについても使用法を身に付ける．

第7-9週：文章整形
　LaTeX を使用して，文章を整形する手法を修得する．また，文章中に数式や表を出力する方法お
よび図やグラフを挿入する方法についても修得する．

第10-11週：グラフ作成
　グラフ作成の基礎（プロット，軸スケール，注釈など）について学修し，gnuplotを使用して，関
数や数値データを図示する手法を修得する．

第12-14週：プログラミング
　プログラムの基礎について学修する．さらに，プログラムの流れを変えるための繰り返しと条件
分岐の構造を理解する．fortranを使用して，実際にプログラミングを行い，計算を実行させる手法
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を修得する．

学習の理解度に応じて、変更される場合がある．

 [履修要件]
特になし

 [成績評価の方法・観点]
各回に課される演習課題を含む平常点，ならびに定期試験結果により，授業内容を理解・修得して
いるかどうかを評価する．

 [教科書]
京都大学 『情報基礎演習』
 [参考書等]
  （参考書）
牛島省 『数値計算のためのFortran90/95プログラミング』（森北出版）

  （関連ＵＲＬ）
 https://panda.ecs.kyoto-u.ac.jp/portal(授業では情報環境機構の提供する学習支援サービスPandAを利用
する．)

 [授業外学修（予習・復習）等]
教科書・副読本・メディアセンター等の端末PCを用い，適宜予習・復習を行うこと．

 [その他（オフィスアワー等）]
T1～T4の4クラスで行う．メディアセンターの端末を使用して演習を行うため，利用コードが必要
である．第1回の演習時限までに必ず取得しておくこと．オフィスアワーについては，各クラスで
演習時に指示する． 
他の科目との関連について：「情報基礎［工学部］（地球工学科）」（1年後期）を履修すること
を強く薦める．また，地球工学科専門科目「情報処理及び演習」（1年後期）は本演習を履修して
いることを前提として行われる．

 [主要授業科目（学部・学科名）]


